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ルカ福音書の分析をしています。時間と場所によって、大き
く４ブロックに分かれると思われます。

 

1:-2: 聖霊によって生まれる  

3:-9:50 ガリラヤで弟子たちを集める  

9:51-18:30 エルサレムに上る途上  

18:31-24: 受難と復活  

ルカの福音書の分析を共有していただき、ありがとうございます。その4つのブロックに分ける視点は、物
語の流れとイエスの生涯を理解する上で非常に有益だと思います。

1. 1章–2章: 聖霊によって生まれる
イエスの誕生と幼少期が描かれています。天使の告知やマリアの賛歌、羊飼いたちの訪問など、
神の計画が始まる重要な部分です。

2. 3章–9章50節: ガリラヤで弟子たちを集める
イエスが公の活動を開始し、弟子たちを選び、ガリラヤで教えや奇跡を行います。山上の説教や
五千人の給食など、多くの重要な出来事が含まれています。

3. 9章51節–18章30節: エルサレムに上る途上
イエスがエルサレムへ向かう旅の途中での教えや出来事が描かれています。たとえば、善きサマ
リア人のたとえや放蕩息子のたとえなど、深い教訓が含まれています。

4. 18章31節–24章: 受難と復活
イエスの受難、十字架刑、そして復活が記されています。最後の晩餐やエマオ途上の弟子たちと
の出会いなど、信仰の核心となる部分です。

このような区分によって、ルカの福音書全体のテーマやメッセージがより明確になると思います。各ブロッ
クで強調されているポイントや、全体を通しての連続性についてさらに深く探求すると、新たな発見がある
かもしれません。

何か特定の部分についてさらに議論したい点や質問があれば、お知らせください。

 

マタイ福音書の山上の説教とくらべると、平地の説教は２ブ
ロック目、山上の説教の中でも主の祈りに該当する教えは３
ブロック目にあります。

 

ご指摘のとおり、マタイ福音書の山上の説教とルカ福音書の平地の説教では、同じイエスの教えが異なる場
面や文脈で描かれています。また、主の祈りがルカでは第3ブロックに位置している点も興味深いですね。



平地の説教と山上の説教の比較  

マタイ福音書（5章–7章）では、イエスが山の上で群衆に教えを説く「山上の説教」が記されていま
す。ここには、八福の教え、主の祈り、金言など、キリスト教倫理の核心が含まれています。
ルカ福音書（6章17節–49節）では、イエスは「平らなところ」で教えを説く「平地の説教」が描かれ
ています。内容はマタイの山上の説教と重なる部分もありますが、ルカは特に貧しい者や社会的に弱い
立場の人々への関心を強調しています。

主の祈りの配置の違い  

マタイ福音書では、主の祈りは山上の説教の中（6章9節–13節）に含まれています。
ルカ福音書では、主の祈りは11章1節–4節に登場します。これはあなたがおっしゃる第3ブロック（9章
51節–18章30節）、すなわちイエスがエルサレムに向かう途上での出来事に当たります。

この配置の違いの意義  

1. 著者の神学的意図
マタイはユダヤ人の読者を念頭に置き、イエスを新しいモーセとして描きます。山上の説教で律
法を完成させるイエスの姿を強調しています。
ルカは異邦人を含む広い読者層に向けて、社会的弱者や罪人への救いを強調しています。主の祈
りを旅の途中で弟子たちに教えることで、彼らの成長と使命を示しています。

2. 物語の構成
ルカはイエスのエルサレムへの旅を重要な枠組みとしており、その中で弟子たちとの対話や教え
が深まっていきます。主の祈りが第3ブロックに配置されているのは、弟子たちがより深い理解と
信仰に導かれていることを示唆しています。

3. 伝承の多様性
イエスの言葉や行動は、初代教会でさまざまな形で伝えられました。マタイとルカはそれぞれ異
なる伝承や資料（例えば、「Q資料」や独自の情報）を基に、自身の福音書を構成したと考えられ
ます。

考察  

教えの重点の違い: マタイは律法と義について強調し、ルカは慈愛と普遍的な救いを強調しています。
このため、同じ教えでも配置や強調点が異なります。
読者への配慮: ルカは異邦人や社会的弱者にも理解しやすいように、物語を構成しています。主の祈り
を旅の途中で教えることで、読者も弟子たちと共に信仰の旅を歩む感覚を持つことができます。

まとめ  

あなたの分析は、ルカ福音書の構成と神学的意図を理解する上で非常に有益です。マタイとルカの比較を通
して、各福音書が伝えようとするメッセージの独自性が浮き彫りになります。

もしさらに特定の箇所やテーマについて深く議論したい場合は、お気軽にお知らせください。

 

一般的には、マタイとルカの読者対象の違いが指摘されます



一般的には、マタイとルカの読者対象の違いが指摘されます
が、その違いよりも、書物のテーマの違いが重要だと思いま
す。

 

マタイは、義なる御国の国民について。ルカは、悪霊の汚れ
から清められる聖なる民について。マタイは義人と偽善者の
戦いが中心。ルカは、聖霊と悪霊の戦いが中心。

 

ご指摘ありがとうございます。確かに、マタイとルカの福音書の違いを読者対象だけでなく、書物のテーマ
の違いから捉えることは非常に重要な視点だと思います。

マタイの福音書: 義なる御国の国民と義人と偽善者の戦い  

義なる御国の国民: マタイはイエスを新しいモーセとして描き、律法の完成者としての側面を強調して
います。イエスの教えを通して、神の御国の国民として求められる真の義と正しさが示されています。
義人と偽善者の戦い: マタイでは、イエスとパリサイ人や律法学者との対立が詳細に描かれています。
偽善的な宗教指導者たちに対する厳しい批判を通して、内面的な義の重要性が強調されています。

ルカの福音書: 聖霊と悪霊の戦いと清められる聖なる民  

悪霊の汚れから清められる聖なる民: ルカはイエスを全人類の救い主として描き、特に社会的弱者や罪
人に焦点を当てています。イエスが悪霊を追い出し、人々を癒す場面が多く、精神的・霊的な解放が強
調されています。
聖霊と悪霊の戦い: ルカでは、聖霊の働きと悪霊との対立が物語の中心テーマとして描かれています。
イエスの誕生から始まり、聖霊の導きが強調され、ペンテコステ以降の使徒たちの活動にもその影響が
及んでいます。

テーマの違いの意義  

1. 神学的焦点の違い
マタイは、律法の完成と内面的な義を追求することで、神の御国の真の国民としての在り方を提
示しています。
ルカは、聖霊の力によって人々が悪霊の束縛から解放され、清められるプロセスを描き、普遍的
な救いを強調しています。

2. 物語の構成とメッセージ
マタイでは、イエスの教えと行動を通して、偽善を排し、真の義を追求することの重要性が伝え
られています。
ルカでは、聖霊の働きと悪霊の追放が繰り返し描かれ、人々が新しい共同体（教会）に加わって
いく過程が示されています。

さらなる考察  

マタイの福音書における義人と偽善者の戦いは、当時のユダヤ教社会における宗教的権威と一般民衆と
の緊張関係を反映していると考えられます。



ルカの福音書の聖霊と悪霊の戦いは、初代教会における霊的な闘いと、異邦人を含む多様な人々への福
音の広がりを示しています。

結論  

あなたがおっしゃるように、マタイとルカの福音書をテーマの違いから分析することは、それぞれの福音書
が伝えようとするメッセージの核心を理解する上で非常に有益です。これにより、イエスの教えが持つ多面
的な意義や、初代教会の背景にある神学的な課題について深く考察することができます。

もしさらに特定の箇所やテーマについて議論したい点がありましたら、お知らせください。一緒に探求を続
けましょう。

 

山上の説教は、モーセを思い出します。平地の説教は、ガリ
ラヤの平地で奇跡を行って働いたエリヤの弟子エリシャを思
い出します。

 

おっしゃる通り、マタイの福音書の山上の説教はモーセを想起させます。モーセがシナイ山で律法を受け取
り、イスラエルの民に伝えたように、イエスも山の上で新しい教えを人々に伝えています。これはイエスを
新しいモーセとして位置づけ、律法の完成者としての役割を強調しています。

一方、ルカの福音書の平地の説教が、ガリラヤの平地で奇跡を行い働いたエリヤの弟子エリシャを思い起こ
させるという視点は非常に興味深いです。エリシャは多くの奇跡を行い、人々を癒し、困難な状況から救い
出しました。彼の働きはしばしば一般の人々や社会的弱者に向けられており、その点でルカのイエスの描写
と共通しています。

エリシャとイエスの共通点  

奇跡の行為: エリシャは水を清めたり、油を増やしたり、病人を癒したりと、さまざまな奇跡を行いま
した。ルカの福音書でも、イエスは病の癒しや悪霊の追放、五千人の給食など、多くの奇跡を行ってい
ます。
貧しい者や弱者への関心: エリシャは貧しい未亡人や病に苦しむ人々を助けました。ルカのイエスもま
た、貧しい者、罪人、社会的に疎外された人々に特別な関心を示しています。
ガリラヤでの活動: エリシャの働きの多くが北部イスラエル、すなわちガリラヤ地方で行われました。
これはイエスの主な活動地域と一致しています。

この視点の意義  

旧約と新約の連続性: イエスの働きをエリシャと関連付けることで、旧約の預言者たちの伝統を継承し
つつ、新しい時代の到来を示しています。
神の力の顕現: エリシャもイエスも、神の力を通じて奇跡を行いました。これは、神が歴史を通じて
人々に働きかけていることを強調しています。
救いの普遍性: エリシャの奇跡はイスラエルの民だけでなく、異邦人にも及びました。ルカの福音書で
も、イエスの救いがすべての人々に開かれていることが強調されています。

まとめ  



あなたの洞察により、マタイとルカの福音書におけるイエスの描写が、旧約の重要な人物であるモーセとエ
リシャと結びついていることが明らかになります。これは、それぞれの福音書が持つ独自のテーマやメッ
セージを深く理解する上で大いに役立ちます。

マタイの福音書: イエスを新しいモーセとして描き、律法の完成と内面的な義の重要性を強調していま
す。
ルカの福音書: イエスをエリシャのような預言者として描き、聖霊の力による癒しと解放、そして普遍
的な救いを強調しています。

この視点を通して、福音書の物語やイエスの教えが新たな深みを持って理解できることでしょう。さらに、
旧約聖書との関連性を探求することで、神の救いの歴史が一貫していることを実感できます。

もし他にも議論したい点や質問がありましたら、お気軽にお知らせください。一緒に探求を続けましょう。

 

２ブロック目に平地の説教が配置され、３ブロック目に主の
祈りを含む段落（9:51-13:21）が配置されています。その
9:51-13:21には、主の祈り以外にも平地の説教で教えれてい
ない山上の説教の残りの部分が書かれています。

 

あなたの洞察に感謝いたします。確かに、ルカの福音書において、イエスの教え（特にマタイの山上の説教
に対応する部分）が第2ブロック（平地の説教）と第3ブロック（9章51節–13章21節）に分かれて配置され
ていることは興味深い点です。

ルカの福音書における教えの配置  

第2ブロック（3章–9章50節）：ここでは、イエスがガリラヤで弟子たちを集め、平地の説教（6章17
節–49節）を含む基本的な教えを伝えています。この平地の説教は、マタイの山上の説教と類似した内
容を持ちつつも、ルカ独自の視点で描かれています。
第3ブロック（9章51節–13章21節）：イエスがエルサレムに向かう途上での出来事が描かれています。
ここには、主の祈り（11章1節–4節）を含む、山上の説教で教えられた内容の残りの部分が収録されて
います。

この配置の意義  

1. 物語の進行と教えの深化
第2ブロックでは、イエスが弟子たちに基本的な教えを伝え、彼らを導く初期段階が描かれていま
す。
第3ブロックでは、イエスがエルサレムに向かう旅の中で、弟子たちにより深い霊的な教えを伝え
ています。ここで主の祈りや他の重要な教えが再び取り上げられることで、弟子たちの理解と信
仰が深化していることが示されています。

2. ルカのテーマとの関連性
ルカは、聖霊と悪霊の戦いを主要なテーマとしており、教えの配置によってこのテーマを強調し
ています。



教えが旅の途中で再び登場することで、イエスの使命と霊的な戦いがクライマックスに向かって
進んでいることを示しています。

3. 読者への霊的成長の促し
ルカは、読者がイエスと弟子たちの旅を追体験し、段階的に信仰を深めるように構成していま
す。
基本的な教えからより深遠な教えへと進むことで、読者自身も霊的な成長と清めを経験すること
ができます。

第3ブロックでの教えの内容  

主の祈り（11章1節–4節）：弟子たちが祈りを求め、イエスが具体的な祈りの形を教えます。
求めなさい、そうすれば与えられます（11章9節–13節）：信仰と祈りの力についての教え。
光と目のたとえ（11章33節–36節）：内面的な純潔さと光の重要性。
貪欲と富の警告（12章13節–34節）：物質的な富よりも神の国を求めることの重要性。
目を覚ましているしもべのたとえ（12章35節–48節）：終末論的な警告と準備の必要性。

これらの教えは、マタイの山上の説教で語られた内容と密接に関連しており、ルカはこれらを旅の途中で配
置することで、物語の緊張感と深みを増しています。

考察  

教えの再配置によるテーマの強調：ルカは教えを2つのブロックに分けて配置することで、イエスの教
えが時間と共に深化し、弟子たちの理解も深まっていくプロセスを示しています。
霊的戦いのクライマックス：エルサレムに近づくにつれて、イエスの教えはより直接的かつ深刻にな
り、聖霊と悪霊の戦いがクライマックスに向かっていることが示唆されています。
読者への招待：この構成により、読者もまたイエスの旅に参加し、教えを通じて自身の信仰と理解を深
めることが促されています。

まとめ  

あなたの指摘するように、ルカの福音書で教えが2つの異なるブロックに配置されていることは、単なる編
集上の問題ではなく、深い神学的意図があると考えられます。

第2ブロック：イエスの基本的な教えと弟子たちの召命。
第3ブロック：エルサレムへの旅とともに深化する教え、そして聖霊と悪霊の戦いの強調。

これにより、ルカは読者に対して、イエスの使命と教えの重要性を段階的に伝え、信仰の旅へと誘っていま
す。

さらに、この構成はルカの主要なテーマである「悪霊の汚れから清められる聖なる民」の形成と、「聖霊と
悪霊の戦い」を効果的に描き出しています。

もし他にも議論したい点や、特定の箇所について詳しく分析したい場合は、お知らせください。一緒にさら
なる探求を続けましょう。

 

第1ブロックの中に、この流れを暗示するようなことは書かれ



第1ブロックの中に、この流れを暗示するようなことは書かれ
ていますか？

 

はい、第1ブロック（ルカ1章–2章）には、あなたがおっしゃる後の流れを暗示するような要素がいくつか含
まれています。これらの章は、イエスの誕生と幼少期を描いていますが、その中で後の物語のテーマや展開
を示唆する重要な出来事や発言があります。

聖霊の強調  

第1ブロックでは、聖霊の働きが何度も強調されています。これは後に続く聖霊と悪霊の戦いや、悪霊の汚れ
から清められる聖なる民というテーマを予告しています。

ルカ1章15節：天使ガブリエルがザカリアに、ヨハネ（バプテスマのヨハネ）が「母の胎内にいる時か
ら聖霊に満たされる」と告げます。
ルカ1章35節：マリアに対して、「聖霊があなたに降り、いと高き方の力があなたを覆う」と告げられ
ます。これにより、イエスの誕生が聖霊の働きによるものであることが示されています。
ルカ1章41節：マリアの訪問を受けたエリサベトが「聖霊に満たされて」声を上げます。
ルカ1章67節：ザカリアが「聖霊に満たされて」預言します。

これらの記述は、聖霊の力が人々を満たし、神の計画が進んでいることを強調しています。

預言と賛歌によるテーマの提示  

第1ブロックには、マリア、ザカリア、シメオンなどの人物による賛歌や預言が含まれており、後のテーマを
暗示しています。

マリアの賛歌（マグニフィカト）— ルカ1章46節–55節  

神の力と慈愛：低い身分の者を高くし、飢えた者を満たす一方で、高ぶる者や富む者を退ける神の働き
が歌われています。
解放と救い：これは、イエスの働きが社会的・霊的な弱者に焦点を当て、彼らを解放し清めるという
テーマを示唆しています。

ザカリアの預言（ベネディクトゥス）— ルカ1章68節–79節  

救いと赦し：神が民を救い、罪の赦しを与えることが語られています。
光の到来：暗闇と死の陰に座る者に光が差し込むと述べられ、これはイエスが闇（悪霊）に打ち勝つ光
として来られることを示しています。

シメオンの賛歌（ヌンク・ディミッティス）— ルカ2章29節–32節  

全民族への光：イエスが異邦人を照らす光であり、イスラエルの栄光であると述べられています。
対立の予告：さらに、シメオンはマリアに対して「この子はイスラエルの多くの人を倒し、また立ち上
がらせるために定められ、反対される印となる」と予告しています（ルカ2章34節–35節）。これは、
イエスが悪霊や偽善者と対立し、霊的な戦いを繰り広げることを暗示しています。

アンナとエルサレムの贖い  



ルカ2章36節–38節：女預言者アンナが神殿で祈り、エルサレムの贖いを待ち望む人々に幼子イエスに
ついて語ります。これは、イエスが人々を罪や悪霊の束縛から解放する救い主であることを示唆してい
ます。

エリヤとエリシャとの関連性  

ヨハネの使命：ルカ1章17節で、天使はヨハネが「エリヤの霊と力で主の前ぶれをする」と述べていま
す。これは、旧約の預言者エリヤとの関連を示し、後に続くイエスの働きが預言者の伝統を継承してい
ることを示しています。
奇跡の予兆：エリヤとエリシャが行った奇跡や、異邦人への働きかけは、イエスの奇跡や普遍的な救い
の働きを予告しています。

まとめ  

第1ブロックには、後の物語の展開やテーマを暗示する要素が多く含まれています。

聖霊の強調：聖霊が主要な登場人物たちに働きかけており、これは後にイエスが聖霊の力で悪霊と戦
い、人々を清める働きを示唆しています。
預言と賛歌による予告：マリア、ザカリア、シメオン、アンナなどの人物が、神の救い、解放、光の到
来などを語り、イエスの使命と働きを予告しています。
対立と救いのテーマ：シメオンの言葉やマリアの賛歌には、イエスが社会的・霊的な対立の中で働くこ
とが示されています。

これらの要素を通じて、第1ブロックは後の章で展開される聖霊と悪霊の戦い、悪霊の汚れから清められる
聖なる民の形成といったテーマを予告し、物語の流れを示唆しています。

あなたの分析と質問は、ルカの福音書全体の構成とテーマを理解する上で非常に有益です。もし他にも特定
の箇所について議論したい点や質問がありましたら、お知らせください。一緒に探求を続けましょう。

 

第1ブロックでは、聖霊による救いが預言され、  

第2ブロックでは、主イエスが信じるべき預言者であることが
証しされるとともに預言者の子らである弟子たちが集めら
れ、

 

第3ブロックでは、その牧者が羊たちを導いて、悪霊と欲望の
世と戦い、

 

第4ブロックで、その最終的な勝利と聖霊が注がれる預言で締
められる。平地の説教は、信じるべき預言者の教えの要約、
主の祈りの段落は、悪霊と欲望の世から救われるための祈り
と見ることができる。

 



あなたの詳細で洞察に満ちたルカの福音書の分析を共有していただき、ありがとうございます。あなたの視
点を踏まえて、各ブロックについてさらに深く考察してみましょう。

第1ブロック（1章–2章）：聖霊による救いの預言  

聖霊の働きの強調：このブロックでは、聖霊が主要な登場人物に働きかけています。マリア、エリサベ
ト、ザカリア、シメオンなどが聖霊に満たされ、神の計画が進行していることを預言します。
救いの到来の予告：マリアの賛歌やザカリアの預言では、神が民を救い、悪の力から解放することが歌
われています。これは後に展開されるイエスの働きと、聖霊による救いを予告しています。

第2ブロック（3章–9章50節）：信じるべき預言者としてのイエスと弟
子たちの集い

 

イエスの公の活動開始：イエスはバプテスマのヨハネから洗礼を受け、聖霊によって満たされます。こ
こでイエスが神の子であり、信じるべき預言者であることが明らかにされます。
弟子たちの召命：イエスは弟子たちを選び、彼らを「預言者の子ら」として集めます。彼らはイエスの
教えを受け継ぎ、後にその使命を担っていきます。
平地の説教：この説教は、イエスの教えの要約として位置付けられます。貧しい者や悲しむ者への祝
福、敵を愛すること、裁かないことなど、神の国の価値観が示されています。

第3ブロック（9章51節–18章30節）：羊たちを導き、悪霊と欲望の世と
戦う

 

エルサレムへの旅：イエスはエルサレムに向かう決意を固め、その途中で弟子たちを導きます。この旅
路は、霊的な戦いと教えの深化の場となります。
主の祈りの段落：弟子たちが祈りを求め、イエスが「主の祈り」を教えます。この祈りは、悪霊と欲望
の世から救われるための祈りと解釈できます。「我らを試みにあわせず、悪より救い出したまえ」とい
う願いは、霊的な戦いにおける神の守りを求めています。
教えの深化：このブロックでは、富の危険性、目を覚ましていることの重要性、悔い改めの必要性な
ど、弟子たちへの深い教えが含まれています。これは、悪霊と欲望に対抗するための霊的な備えを強調
しています。

第4ブロック（18章31節–24章）：最終的な勝利と聖霊の注ぎの預言  

受難と復活：イエスは十字架の死を迎えますが、復活によって死と悪に勝利します。これは、最終的な
勝利として位置付けられます。
聖霊の約束：復活後、イエスは弟子たちに聖霊が降ることを約束します（ルカ24章49節）。これは、
弟子たちが聖霊の力を受けて新たな使命に向かうための備えです。
使徒行伝への橋渡し：ルカの福音書は使徒行伝と連続しており、聖霊の注ぎによって教会が誕生し、福
音が世界に広がっていく物語へと続きます。



総合的な考察  

イエスの役割：あなたの分析の通り、ルカの福音書ではイエスが信じるべき預言者、羊の牧者、そして
悪霊に対する勝利者として描かれています。
聖霊の重要性：全体を通じて、聖霊の働きが強調されています。聖霊はイエスの誕生から始まり、彼の
公の活動、弟子たちの導き、そして最終的な教会の誕生に至るまで、中心的な役割を果たしています。
霊的戦いのテーマ：悪霊と欲望の世との戦いは、イエスの活動の核心にあります。癒しや悪霊の追放、
教えを通じて、イエスは人々を解放し、清められた共同体を形成していきます。
祈りの重要性：主の祈りは、弟子たちと読者にとって、霊的戦いにおける重要な武器として位置付けら
れています。神への依存と悪からの救いを求める姿勢が強調されています。

平地の説教と主の祈りの役割  

平地の説教：これは、イエスの教えの要約として、信じるべき預言者の核心的なメッセージを伝えてい
ます。貧しい者、悲しむ者、迫害される者への祝福は、神の国の逆転した価値観を示しています。
主の祈りの段落：悪霊と欲望の世からの救いを求める祈りとして、弟子たち（および読者）に神への依
存と信頼を促しています。この祈りを通じて、日々の必要と霊的な守りを神に求めることが教えられて
います。

結論  

あなたの分析は、ルカの福音書全体の構成とテーマを深く理解する上で非常に有益です。

聖霊と悪霊の対立：ルカは、聖霊の働きを強調することで、悪霊と欲望の世に対する神の勝利を描いて
います。
信仰の旅路：弟子たちの集いから始まり、教えを受け、試練を経て、最終的に聖霊を受けて使命に向か
うプロセスは、信仰者の成長と共同体の形成を示しています。
祈りと教えの重要性：平地の説教と主の祈りは、信仰者が悪に打ち勝ち、神の国の価値観を生きるため
の指針となっています。

もしこの分析についてさらに深く探求したい点や、他の視点からの考察がありましたら、お知らせくださ
い。一緒に議論を続け、理解を深めていきましょう。

 

民を聖なるものとする働きは、祭司に与えられた働きです
が、バプテスマのヨハネは祭司である預言者、エレミヤやエ
ゼキエルも祭司である預言者でしたね。

 

ご指摘のとおり、民を聖なるものとする働きは、旧約聖書において祭司に与えられた重要な役割です。祭司
は神と人々の仲介者として、犠牲や儀式を通じて民の清めと赦しを行いました。しかし、バプテスマのヨハ
ネ、エレミヤ、エゼキエルなど、祭司でありながら預言者としての使命を果たした人物も存在します。



祭司である預言者たち  

バプテスマのヨハネ:

父ザカリアはアビヤ組に属する祭司であり、ヨハネはその子として生まれました（ルカ1章5
節）。
彼は荒野で悔い改めのバプテスマを宣べ伝え、人々を主の到来に備える使命を持っていました
（ルカ3章3節）。
ヨハネは祭司の血統を持ちながら、預言者としての役割を果たし、イエスの先駆者となりまし
た。

エレミヤ:

エレミヤはベニヤミンの地アナトテの祭司の家に生まれました（エレミヤ書1章1節）。
彼は預言者として、イスラエルの民に悔い改めを呼びかけ、神の裁きと救いのメッセージを伝え
ました。
祭司である彼が民の霊的状態に深く関与し、改革を求めたことは重要です。

エゼキエル:

エゼキエルもまた祭司であり、バビロン捕囚の地で預言者としての使命を受けました（エゼキエ
ル書1章3節）。
彼は幻や象徴的な行動を通じて、民に神の言葉を伝え、将来の回復と新しい契約を預言しまし
た。
彼の働きは、民の霊的再生と清めに焦点を当てています。

祭司と預言者の融合の意義  

民の清めと悔い改めの促進:

祭司である預言者たちは、単に儀式を執行するだけでなく、神の言葉を直接伝えることで、民の
内面的な改革と清めを目指しました。
彼らは形式的な信仰ではなく、心からの悔い改めと神との正しい関係を強調しました。

ルカの福音書との関連性:

第1ブロックでのバプテスマのヨハネの登場は、祭司的・預言者的な役割がイエスの到来を準備す
る上で重要であることを示しています。
ヨハネの働きは、民を悔い改めに導き、心を清めてメシアを迎える準備をするものでした。

イエスの祭司的・預言者的役割  

イエスと民の清め:

イエスは預言者として神の言葉を宣べ伝えるだけでなく、大祭司としての役割も果たします（ヘ
ブライ人への手紙4章14節）。
彼は罪のない生涯と自己犠牲によって、民の罪を贖い、神との新しい契約を確立しました。
イエスの癒しや悪霊の追放の奇跡は、民を霊的・肉体的に清める行為として解釈できます。

聖霊の賜物:



イエスは復活後、弟子たちに聖霊を約束し（ルカ24章49節）、ペンテコステにおいてその約束が
成就します（使徒行伝2章）。
聖霊は信者たちを内面的に清め、神の民としての新しいアイデンティティを与えます。

預言者の子らとしての弟子たち  

弟子たちの召命と役割:

第2ブロックで、イエスは弟子たちを選び、彼らを教え導きます。彼らは預言者の子らとして、イ
エスの教えと使命を受け継ぐ者たちです。
弟子たちは後に聖霊を受けて、世界中に福音を伝え、民を清める働きを続けます。

総合的な考察  

祭司的・預言者的伝統の継承:

ルカの福音書は、旧約の祭司である預言者たちの伝統を受け継ぎ、それをイエスの働きに集約し
ています。
イエスは民を清め、聖なる共同体を形成する究極の祭司であり預言者です。

民の聖化と神の国の到来:

ルカは、聖霊の働きを通じて民が清められ、神の国が現実となるプロセスを強調しています。
第3ブロックでの悪霊との戦いは、民を束縛から解放し、聖なる者とするための霊的戦争と見るこ
とができます。

祈りと信仰の実践:

主の祈りは、信者が神との関係を深め、悪からの救いを求めるための核心的な祈りです。
これは、民が聖なるものとされるための重要な手段であり、イエスが弟子たちに教えた祈りの中
でその意義が強調されています。

結論  

あなたの洞察は、ルカの福音書における祭司的・預言者的なテーマと、民の聖化のプロセスを理解する上で
非常に重要です。

祭司である預言者たちは、民を清め、神との正しい関係を回復する使命を持っていました。
イエスはその伝統を継承し、さらに完成させる存在として描かれています。
聖霊の働きは、民が悪霊と欲望の世から解放され、聖なる共同体として形成されるための鍵となってい
ます。

もしさらに深く探求したいテーマや質問がありましたら、お知らせください。一緒に理解を深めていきま
しょう。

 

大きく見るならば、マタイ福音書はモーセの「律法」の成



大きく見るならば、マタイ福音書はモーセの「律法」の成
就、ルカ福音書は「預言者」の成就。主イエスは律法と預言
者を成就するために来られました。

 

あなたの洞察は非常に興味深く、福音書の理解を深める上で重要なポイントだと思います。

マタイの福音書：モーセの「律法」の成就  

1. イエスを新しいモーセとして描く

山上の説教（マタイ5章–7章）: イエスが山の上で人々に教えを説く場面は、モーセがシナイ山で律法
を受け取り、民に伝えた出来事を想起させます。
五つの説教ブロック: マタイの福音書は、イエスの五つの主要な説教で構成されています。これはモー
セ五書（トーラー）との対応を示し、イエスが新しい律法を与える存在であることを強調しています。

2. 律法の完成者としてのイエス

律法の成就の宣言: イエスは「わたしが律法や預言者を廃棄するために来たと思ってはならない。廃棄
するためではなく、成就するためである」（マタイ5章17節）と述べ、律法の真の意味を明らかにして
います。
内面的な義の追求: マタイは、外面的な行いだけでなく、心の中の動機や態度に焦点を当てています。
これは律法の精神を深く理解し、それを生きることの重要性を示しています。

3. モーセとの類似性

誕生物語: ヘロデ王による幼児虐殺からエジプトへの逃避（マタイ2章）は、モーセの出生時の出来事と
重なります。
山での変容: イエスが山で変容し、モーセとエリヤと語り合う場面（マタイ17章）は、イエスが律法と
預言者の完成者であることを象徴しています。

ルカの福音書：「預言者」の成就  

1. イエスを偉大な預言者として描く

ナザレの会堂での宣言: イエスはイザヤ書の預言を読み上げ、「この聖書の言葉は、今日、あなたがた
が耳にしたとき、成就した」（ルカ4章21節）と宣言し、自身が預言者としての使命を持つことを明ら
かにしています。
預言者エリヤとエリシャとの関連: ルカは、イエスの奇跡や働きをエリヤやエリシャのそれと関連付け
ています。例えば、ナインのやもめの息子の復活（ルカ7章11節–17節）は、エリヤが未亡人の子を蘇
らせた出来事を想起させます。

2. 聖霊の働きと普遍的な救い

聖霊の強調: ルカは聖霊の働きを特に強調し、イエスの受胎（ルカ1章35節）、バプテスマ（ルカ3章22
節）、公の活動（ルカ4章1節）などで聖霊が重要な役割を果たしています。



異邦人への救い: ルカは、救いがユダヤ人だけでなく、全ての民族に及ぶことを強調しています。これ
は預言者たちが語った普遍的な救いの成就と見ることができます。

3. 預言者の受難と拒絶

エルサレムでの預言者の拒絶: イエスは「預言者がエルサレム以外の場所で死ぬことはありえない」
（ルカ13章33節）と述べ、預言者としての自身の運命を示唆しています。
悔い改めへの呼びかけ: ルカは、預言者たちのように人々に悔い改めを促すイエスの姿を描いていま
す。

イエスによる「律法」と「預言者」の成就  

1. 変容の場面での象徴性

モーセとエリヤの登場: ルカ9章28節–36節の変容の場面で、モーセ（律法の代表）とエリヤ（預言者の
代表）がイエスと語り合います。これは、イエスが律法と預言者の全体を成就する方であることを象徴
しています。

2. 律法と預言者の統合

復活後の説明: イエスはエマオ途上の弟子たちに、「モーセとすべての預言者から始めて、聖書全体に
わたり、ご自身について書かれていることを解き明かされた」（ルカ24章27節）とあり、律法と預言
者がイエスにおいて一つに結ばれていることを示しています。

3. 新しい契約の成立

最後の晩餐: イエスは「この杯は、あなたがたのために流されるわたしの血による新しい契約である」
（ルカ22章20節）と述べ、旧約の律法と預言者を完成させ、新しい契約をもたらすことを宣言してい
ます。

結論  

あなたの指摘のとおり、マタイの福音書はイエスを律法の成就者として、ルカの福音書はイエスを預言者の
成就者として描いています。

マタイでは、イエスが新しいモーセとして、律法の真の意味と完成を示しています。これはユダヤ人の
背景を持つ読者に対し、イエスが待ち望まれたメシアであることを強調しています。
ルカでは、イエスが預言者たちの言葉を成就する方として描かれ、聖霊の力と普遍的な救いを強調して
います。これは異邦人を含む広い読者層に向けて、イエスの救いが全ての人々に及ぶことを伝えていま
す。

最終的に、イエスは「律法と預言者」を成就するために来られたという理解は、福音書全体のメッセージと
一致しています。これにより、旧約聖書の約束が新約において実現し、神の救いの計画が完成することが示
されています。

もしさらに詳しく探求したいテーマや疑問がありましたら、お知らせください。一緒に深めていきましょ
う。



 

一般的には、マタイとルカの読者対象の違いが指摘されます
が、私は同意できません。どちらの書も、アブラハムへの約
束の成就としてはじまります。

 

ヘブル書にあるように、アブラハムが求めていたものは、天
にある都とよみがえりのいのち。天の御国がテーマなのはマ
タイ福音書、よみがえりのいのちである聖霊がテーマなのは
ルカ福音書と、それぞれの書物の役割を見ることができると
思います。

 

あなたの深い洞察を共有していただき、ありがとうございます。確かに、マタイとルカの福音書を読むと、
両者がアブラハムへの約束の成就から始まっていることがわかります。この点で、一般的に指摘される読者
対象の違いよりも、両福音書が持つテーマの違いに焦点を当てるべきだというあなたの主張は非常に有意義
だと思います。

アブラハムへの約束とヘブル書の視点  

ヘブル人への手紙では、アブラハムについて次のように述べられています。

天にある都を求めた（ヘブル11章10節）：「彼（アブラハム）は、堅固な基礎を持つ都を待ち望んで
いた。その都を設計し建設されたのは神である。」
よみがえりのいのちを信じた（ヘブル11章19節）：「彼は、神には人を死者の中からよみがえらせる
こともできると考えた。」

これらの記述から、アブラハムが地上の約束だけでなく、永遠の都とよみがえりのいのちを求めていたこと
がわかります。

マタイ福音書：天の御国をテーマとする  

1. 天の御国の強調

「天の御国」という表現は、マタイ福音書で特に頻繁に使われています（約32回）。これは、ユダヤ人
が神の名を直接言及することを避けたため、「神の国」の代わりに「天の御国」という表現を用いたと
考えられます。
山上の説教（マタイ5章–7章）では、天の御国の価値観や倫理が詳しく説明されています。「心の貧し
い者は幸いである。天の御国はその人たちのものである」（マタイ5章3節）。

2. アブラハムとの関係

系図の記述：マタイはイエスの系図をアブラハムから始めています（マタイ1章1節–17節）。これは、
アブラハムへの約束がイエスによって成就したことを示しています。
ユダヤ人へのメッセージ：マタイはユダヤ人の背景を持つ読者に向けて書かれ、メシアとしてのイエス
がダビデとアブラハムの子孫であることを強調しています。



3. 天の御国の到来

イエスの宣教の中心：イエスは「悔い改めなさい。天の御国が近づいたから」（マタイ4章17節）と宣
言し、その到来を告げ知らせます。
天の御国のたとえ：マタイ13章では、天の御国についてのたとえが多く語られ、その価値と性質が説明
されています。

ルカ福音書：よみがえりのいのちである聖霊をテーマとする  

1. 聖霊の働きの強調

聖霊の受胎：イエスの誕生は、聖霊によってマリアが身ごもることで始まります（ルカ1章35節）。
聖霊の満たし：エリサベト、ザカリア、シメオンなど、多くの人物が聖霊に満たされ、預言します。
ペンテコステへの橋渡し：ルカは福音書の続編である使徒行伝を執筆しており、ペンテコステにおける
聖霊の降臨と初代教会の形成を詳しく描いています。

2. よみがえりのいのちとしての聖霊

イエスの復活：ルカ24章で、イエスの復活が詳細に記述され、弟子たちとの出会いが描かれています。
聖霊の約束：復活したイエスは弟子たちに「わたしが父の約束されたものをあなたがたに送る」（ルカ
24章49節）と述べ、聖霊が降ることを約束します。
新しいいのちの源：聖霊は信者たちに新しいいのちを与え、復活の力を経験させます。

3. アブラハムとの関係

系図の記述：ルカはイエスの系図をアダムまでさかのぼります（ルカ3章23節–38節）。これは、イエ
スが全人類の救い主であることを示していますが、その中にアブラハムも含まれています。
アブラハムの子孫への救い：ルカ16章19節–31節の「金持ちとラザロ」のたとえでは、ラザロが「アブ
ラハムのふところ」に迎えられています。これは、アブラハムとの関係が救いとよみがえりのいのちに
関連していることを示唆しています。

まとめ：両福音書の役割とテーマの違い  

あなたの指摘のとおり、マタイ福音書は天の御国を中心テーマとし、ルカ福音書はよみがえりのいのちであ
る聖霊を中心テーマとしていると解釈できます。

マタイ福音書：
天の御国の到来：イエスを通じて天の御国が地上にもたらされ、その価値観や生き方が説かれて
います。
アブラハムへの約束の成就：イエスがアブラハムの子孫として、神の約束を成就する存在である
ことを強調しています。

ルカ福音書：
聖霊による新しいいのち：聖霊の働きを通じて、人々がよみがえりのいのちに与ることが示され
ています。



普遍的な救い：系図をアダムまでさかのぼることで、全人類への救いが強調され、聖霊の働きが
それを可能にしています。

さらに深い考察  

1. ヘブル書との関連

天の都への憧れ：ヘブル書11章16節では、「しかし彼らが憧れていたのは、さらに良い故郷、すなわ
ち天の故郷であった」と述べられ、信仰者たちが天の都を求めていたことがわかります。
よみがえりへの信仰：ヘブル書11章35節では、「ある女たちは死んだ人たちをよみがえりで受け取っ
た」と述べられ、よみがえりのいのちへの希望が強調されています。

2. イエスによる約束の成就

律法と預言者の完成：イエスは「律法と預言者はヨハネまでのものである」（ルカ16章16節）と述
べ、彼自身がその成就者であることを示しています。
新しい契約の仲介者：ヘブル書12章24節では、イエスを「新しい契約の仲介者」として紹介し、彼を
通じて神の約束が完全に成就することを示唆しています。

結論  

あなたの見解は、福音書の深い理解に繋がる重要な視点を提供しています。

読者対象の違いよりも、テーマと役割の違いに焦点を当てることで、両福音書が持つ独自のメッセージ
をより明確に捉えることができます。
マタイ福音書は、天の御国というテーマを通じて、アブラハムへの約束がイエスによって成就し、信者
が神の国の市民となる道を示しています。
ルカ福音書は、よみがえりのいのちである聖霊を強調し、イエスを通じて与えられる新しいいのちと、
全人類への普遍的な救いを伝えています。

これらの視点を持つことで、福音書のメッセージが私たち自身の信仰と生活にどのように適用できるか、さ
らに深く考えることができるでしょう。

もしこのテーマについてさらに議論したい点や、他の関連する質問がありましたら、ぜひお知らせくださ
い。一緒に探求を続けましょう。

 

今までのディスカッションをベースに、山上の説教と平地の
説教および主の祈りの違いに見るマタイ福音書とルカ福音書
の主題について、エッセイにまとめたいと思います

 

これまでのディスカッションを基に、マタイ福音書とルカ福音書の主題を、山上の説教、平地の説教、およ
び主の祈りの違いを通して考察するエッセイをまとめるお手伝いをいたします。

以下に、エッセイの構成案と主要なポイントを提案します。



エッセイ構成案  
1. はじめに

エッセイの目的とテーマの紹介
マタイ福音書とルカ福音書の一般的な理解
本エッセイの視点：主題の違いに焦点を当てる

2. マタイ福音書とルカ福音書の概要
両福音書の背景と特徴
アブラハムへの約束の成就としての始まり
律法と預言者の成就としてのイエスの役割

3. 山上の説教と平地の説教の比較
山上の説教（マタイ5章–7章）

モーセとの関連性
天の御国の倫理と価値観の提示

平地の説教（ルカ6章17節–49節）
エリヤやエリシャとの関連性
貧しい者や社会的弱者への関心

説教の配置と文脈の違い
マタイでは初期にまとめて配置
ルカでは2つのブロックに分散

4. 主の祈りの配置と意義
マタイ福音書での主の祈り（6章9節–13節）

山上の説教の中での位置付け
天の御国を求める祈りとしての解釈

ルカ福音書での主の祈り（11章1節–4節）
エルサレムへの旅の途中での教え
悪霊と欲望の世からの救いを求める祈り

5. 両福音書の主題の違い
マタイ福音書の主題

律法の成就と天の御国の到来
義なる御国の国民としての生き方
義人と偽善者の戦い

ルカ福音書の主題
預言者の成就と聖霊の働き
悪霊の汚れから清められる聖なる民



聖霊と悪霊の戦い
6. 第1ブロックにおける後の流れの暗示（ルカ福音書）

聖霊による救いの預言
祭司である預言者たちの役割
民を聖なるものとする働きの始まり

7. 結論
エッセイのまとめ
両福音書の主題の違いとその意義
現代への適用と考察

主要なポイントと考察  

1. はじめに  

目的: マタイ福音書とルカ福音書の主題を、説教と祈りの違いを通して明らかにする。
一般的理解への異議: 読者対象の違いよりも、書物のテーマの違いに焦点を当てる。

2. マタイ福音書とルカ福音書の概要  

アブラハムへの約束の成就: 両福音書がアブラハムから始まる系図を持つことの重要性。
イエスの役割: 律法と預言者を成就する者としてのイエス。

3. 山上の説教と平地の説教の比較  

山上の説教（マタイ）  

モーセとの関連性: 山での教えは、モーセが律法を授かったシナイ山を想起させる。
天の御国の倫理: 義と内面的な正しさを強調。

平地の説教（ルカ）  

エリヤやエリシャとの関連性: ガリラヤの平地での奇跡と教え。
社会的弱者への関心: 貧しい者、悲しむ者への祝福。

説教の配置  

マタイでは第2ブロックに山上の説教を集中配置。
ルカでは第2ブロックに平地の説教、第3ブロックに主の祈りを含む教えを配置。

4. 主の祈りの配置と意義  

マタイでの主の祈り  

山上の説教の一部として配置。



天の御国を求める祈り。

ルカでの主の祈り  

エルサレムへの旅の途中で弟子たちに教える。
悪霊と欲望の世からの救いを求める祈り。

5. 両福音書の主題の違い  

マタイの主題  

律法の成就: イエスが新しいモーセとして律法を完成させる。
天の御国: 神の国の市民としての生き方。
義人と偽善者の戦い: 内面的な義の追求。

ルカの主題  

預言者の成就: イエスが預言者の伝統を受け継ぎ、完成させる。
聖霊の働き: 聖霊による清めと力。
聖霊と悪霊の戦い: 霊的な戦いと民の聖化。

6. 第1ブロックにおける後の流れの暗示（ルカ）  

聖霊による救いの預言: マリア、ザカリア、シメオンの賛歌と預言。
祭司である預言者たち: バプテスマのヨハネ、エレミヤ、エゼキエルの役割。
民の聖化の始まり: イエスの誕生と聖霊の働き。

7. 結論  

主題の違いの意義: マタイとルカの福音書がそれぞれ異なる側面からイエスの使命を伝えている。
現代への適用: 天の御国を求める生き方と、聖霊による清めと力の重要性。

エッセイ執筆のためのアドバイス  
引用の活用: 聖書の該当箇所を適切に引用し、主張を裏付ける。
比較表の作成: 山上の説教と平地の説教の内容を比較する表を作成すると、違いが明確になる。
神学的視点の深掘り: 律法の成就と預言者の成就が持つ神学的な意味を考察する。
現代的な関連性: 現代の信仰生活において、これらの主題がどのように適用できるかを検討する。

エッセイの一部例  

はじめに  



マタイ福音書とルカ福音書は、新約聖書の中でイエス・キリストの生涯と教えを記録した重要な書物です。
一般的には、マタイがユダヤ人向け、ルカが異邦人向けに書かれたとされますが、本エッセイではその読者
対象の違いではなく、両福音書の主題の違いに焦点を当てます。特に、山上の説教と平地の説教、そして主
の祈りの違いを通して、両福音書が伝えるメッセージを考察します。

山上の説教と平地の説教の比較  

マタイ福音書における山上の説教（マタイ5章–7章）は、イエスが山の上で弟子たちと群衆に教えを説く場
面です。この場面は、モーセがシナイ山で律法を授かった出来事を想起させ、イエスが新しいモーセとして
律法を完成させることを示唆しています。

一方、ルカ福音書の平地の説教（ルカ6章17節–49節）は、イエスが平らな場所で弟子たちと群衆に教えを説
く場面です。これは、預言者エリヤやエリシャがガリラヤの平地で奇跡を行ったことを思い起こさせ、イエ
スが預言者の伝統を受け継ぐ存在であることを示しています。

主の祈りの配置と意義  

マタイ福音書では、主の祈りは山上の説教の中に含まれており、天の御国を求める祈りとして位置付けられ
ています（マタイ6章9節–13節）。一方、ルカ福音書では、主の祈りはエルサレムへの旅の途中で弟子たち
に教えられ、悪霊と欲望の世からの救いを求める祈りとして解釈できます（ルカ11章1節–4節）。

両福音書の主題の違い  

マタイ福音書の主題は、律法の成就と天の御国の到来にあります。イエスは新しいモーセとして、律法の真
の意味を明らかにし、神の国の市民としての生き方を示します。一方、ルカ福音書の主題は、預言者の成就
と聖霊の働きに焦点を当てています。イエスは預言者として、聖霊の力によって人々を悪霊の束縛から解放
し、清められた共同体を形成します。

結論  
山上の説教と平地の説教、および主の祈りの配置と内容の違いを通して、マタイ福音書とルカ福音書がそれ
ぞれ異なる主題を持つことが明らかになりました。マタイは天の御国を強調し、ルカは聖霊によるよみがえ
りのいのちを強調しています。これらの主題は、アブラハムへの約束の成就としてのイエスの役割を示し、
現代の私たちにも深い洞察を与えてくれます。

以上の構成とポイントを基に、エッセイをまとめていただければと思います。執筆にあたって、これまでの
ディスカッションで取り上げた内容を適宜引用し、具体的な聖書箇所を参照することで、論旨を強固なもの
にできます。ご不明な点や追加で検討したいテーマがありましたら、お知らせください。引き続きお手伝い
いたします。

 

天の御国は、約束の相続分、よみがえりのいのちは、約束の
相続人であるというポイントも加えた方が、アブラハムの求
めていたものが神様の契約に基づくものだとうことがはっき
りしますね。

 



おっしゃるとおり、天の御国が「約束の相続分」であり、よみがえりのいのちが「約束の相続人」であると
いうポイントを加えることで、アブラハムが求めていたものが神の契約に基づいていることがより明確にな
ります。この視点をエッセイに組み込むことで、両福音書がアブラハムへの約束の成就をどのように描いて
いるかを深く理解することができます。

以下に、このポイントをエッセイに組み込むための提案と、その関連する考察を示します。

エッセイ構成案（修正）  
1. はじめに

エッセイの目的とテーマの紹介
マタイ福音書とルカ福音書の一般的な理解
本エッセイの視点：主題の違いとアブラハムへの約束の成就に焦点を当てる

2. マタイ福音書とルカ福音書の概要
両福音書の背景と特徴
アブラハムへの約束の成就としての始まり

天の御国とよみがえりのいのちの相続について
律法と預言者の成就としてのイエスの役割

3. 山上の説教と平地の説教の比較
山上の説教（マタイ5章–7章）

モーセとの関連性
天の御国を相続する者としての教え

平地の説教（ルカ6章17節–49節）
エリヤやエリシャとの関連性
よみがえりのいのちを受け継ぐ者としての教え

説教の配置と文脈の違い
マタイでは初期にまとめて配置
ルカでは2つのブロックに分散

4. 主の祈りの配置と意義
マタイ福音書での主の祈り（6章9節–13節）

天の御国の相続を求める祈りとしての解釈
ルカ福音書での主の祈り（11章1節–4節）

よみがえりのいのちを与える聖霊を求める祈りとしての解釈
5. アブラハムの約束と神の契約

天の御国：約束の相続分
マタイ福音書における天の御国の描写



信者が神の約束を相続する者であること
よみがえりのいのち：約束の相続人

ルカ福音書における聖霊とよみがえりのいのちの描写
信者が神の子として相続人となること

ヘブル書との関連性
アブラハムが求めていた天の都とよみがえりのいのち

6. 両福音書の主題の違い
マタイ福音書の主題

律法の成就と天の御国の相続
義なる御国の国民としての生き方

ルカ福音書の主題
預言者の成就とよみがえりのいのちの相続
聖霊による新しいいのちの受け継ぎ

7. 第1ブロックにおける後の流れの暗示（ルカ福音書）
聖霊による救いの預言
祭司である預言者たちの役割
民を聖なるものとする働きの始まり

8. 結論
エッセイのまとめ
両福音書の主題の違いとアブラハムへの約束の成就
現代への適用と考察

新たに加えるポイントと考察  

アブラハムの約束と神の契約  

1. 天の御国：約束の相続分（マタイ福音書）

約束の相続分としての天の御国
マタイ福音書では、天の御国が信者の最終的な目的地であり、神の約束の相続分として描かれて
います。
「心の貧しい者は幸いである。天の御国はその人たちのものである」（マタイ5章3節）と述べら
れ、信仰者が天の御国を相続する者として祝福されています。

アブラハムへの約束の成就
アブラハムは神から、彼の子孫が大いなる国民となり、地上のすべての民族が彼によって祝福さ
れるとの約束を受けました（創世記12章1節–3節）。



マタイはイエスをアブラハムの子孫として紹介し（マタイ1章1節）、彼によって天の御国への道
が開かれたことを示しています。

2. よみがえりのいのち：約束の相続人（ルカ福音書）

約束の相続人としてのよみがえりのいのち
ルカ福音書では、聖霊の働きを通じて信者が新しいいのちを受け、神の子としての地位を与えら
れることが強調されています。
「人々は皆、神の子であり、よみがえりの子である」（ルカ20章36節）と述べられ、信者がよみ
がえりのいのちを受け継ぐ者であることが示されています。

聖霊による相続の確証
聖霊は信者に神の子としての身分を与え、相続人としての保証となります。
「わたしたちが子であるなら、相続人でもあります」（ローマ8章17節）というパウロの言葉は、
ルカのテーマとも共鳴します。

3. ヘブル書との関連性

アブラハムの求めた天の都
ヘブル人への手紙11章10節では、アブラハムが「堅固な基礎を持つ都を待ち望んでいた」と述べ
られています。これは、天の御国を指しており、マタイ福音書のテーマと一致します。

よみがえりのいのちへの信仰
ヘブル11章19節では、アブラハムがイサクを捧げる際に「神には人を死者の中からよみがえらせ
ることもできる」と信じていたと述べられています。これは、ルカ福音書で強調されるよみがえ
りのいのちと聖霊の働きに関連します。

両福音書の主題の違いとアブラハムへの約束の成就  

1. マタイ福音書：天の御国の相続

イエスを通じた約束の成就
イエスは天の御国をもたらし、信者がその相続人となる道を開きました。

律法の完成と相続の条件
山上の説教で示される倫理と義は、天の御国を相続する者としての生き方を示しています。

2. ルカ福音書：よみがえりのいのちの相続

聖霊による新しいいのち
イエスの働きと聖霊の賜物を通じて、信者はよみがえりのいのちを受け継ぎます。

預言者の成就と民の聖化
預言者たちが語った新しい契約と心の内側の変革が、聖霊によって実現されます。

結論への反映  

アブラハムへの約束の完全な成就



マタイ福音書とルカ福音書は、それぞれ異なる側面からアブラハムへの約束の成就を描いていま
す。
天の御国の相続分としての約束と、よみがえりのいのちを受け継ぐ相続人としての約束が、イエ
スを通じて実現されました。

エッセイの一部例（追加ポイントを含む）  

アブラハムの約束と神の契約  

マタイ福音書とルカ福音書は、いずれもアブラハムへの約束の成就を強調しています。アブラハムは神か
ら、彼の子孫が大いなる国民となり、地上のすべての民族が彼によって祝福されるとの約束を受けました。
この約束は、天の御国という「約束の相続分」と、よみがえりのいのちという「約束の相続人」を通じて実
現されます。

マタイ福音書では、イエスを通じて信者が天の御国を相続する者となることが強調されています。山上の説
教で語られる祝福は、天の御国を受け継ぐ者への約束です。「心の貧しい者は幸いである。天の御国はその
人たちのものである」（マタイ5章3節）。

一方、ルカ福音書では、イエスと聖霊の働きを通じて信者がよみがえりのいのちを受け継ぐ相続人となるこ
とが示されています。ルカは、イエスが死者をよみがえらせる奇跡や、聖霊の力による新しいいのちを強調
しています。「彼らはもう死ぬことがなく、御使いに等しい者であり、よみがえりの子であって、神の子で
ある」（ルカ20章36節）。

ヘブル人への手紙は、アブラハムが「堅固な基礎を持つ都を待ち望んでいた」（ヘブル11章10節）と述べ、
彼が天の御国を求めていたことを示しています。また、「神には人を死者の中からよみがえらせることもで
きる」（ヘブル11章19節）という信仰は、よみがえりのいのちへの希望を表しています。

結論  

マタイ福音書とルカ福音書は、異なる視点からアブラハムへの約束の成就を描いています。マタイは天の御
国の相続分としての約束を強調し、信者が神の国を受け継ぐ者であることを示しています。ルカはよみがえ
りのいのちの相続人としての約束を強調し、聖霊の働きを通じて新しいいのちを受けることを示していま
す。これらの視点を通じて、アブラハムが求めていたものが神の契約に基づいて完全に成就したことが明ら
かになります。

執筆のアドバイス  
アブラハムへの約束の具体的な引用: 創世記、ヘブル人への手紙、ローマ人への手紙などから関連する
聖書箇所を引用し、論旨を強化します。
相続の概念の説明: 相続分（inheritance）と相続人（heir）の神学的意味を明確に説明し、信者がどの
ようにこれらを受け取るのかを考察します。
現代への適用: 最後に、現代の信者がこの約束をどのように理解し、生活に適用できるかを述べると、
エッセイに深みが出ます。



以上の提案を基に、エッセイに新たなポイントを加えていただければと思います。ご不明な点やさらに議論
したい点がありましたら、お知らせください。引き続きお手伝いいたします。

 

タイトルとサブタイトルの案をいくつかお願いします  
承知いたしました。これまでのディスカッションを基に、エッセイのタイトルとサブタイトルの案をいくつ
か提案いたします。

タイトル案1:  

「マタイとルカにおける説教と祈りの比較：アブラハムの約束の成就としての主題の探求」

サブタイトル:

山上の説教と平地の説教に見る福音書の主題の違い
主の祈りの配置とその神学的意義
天の御国とよみがえりのいのち：相続分と相続人の視点から

タイトル案2:  

「律法と預言者の成就：マタイとルカの福音書における主題の対比」

サブタイトル:

山上の説教と平地の説教の神学的比較
アブラハムへの約束と神の契約の成就
聖霊と天の御国：二つの福音書における相続の概念

タイトル案3:  

「天の御国とよみがえりのいのち：マタイとルカの福音書に見るアブラハムの約束の成就」

サブタイトル:

山上の説教と平地の説教の主題分析
主の祈りの位置と意味の比較
相続分と相続人としての信仰者の役割

タイトル案4:  

「マタイとルカの福音書におけるイエスの使命：律法と預言者の視点から」

サブタイトル:



モーセとエリヤの象徴性とイエスの役割
平地の説教と山上の説教に見る教えの焦点
アブラハムの信仰と現代への適用

タイトル案5:  

「福音書の主題再考：説教と祈りを通じたマタイとルカの比較研究」

サブタイトル:

天の御国とよみがえりのいのちの対比
主の祈りに反映される神学的テーマ
アブラハムの約束の成就としての福音書の役割

タイトル案6:  

「相続分と相続人：マタイとルカの福音書が描くアブラハムの約束」

サブタイトル:

山上の説教と平地の説教における相続の概念
聖霊と天の御国の関係性
信仰者としての私たちの位置づけ

タイトル案7:  

「律法の完成と預言者の成就：マタイとルカに見るイエスの二つの側面」

サブタイトル:

山上の説教と平地の説教の位置付け
主の祈りの配置が示すもの
アブラハムの求めたものと福音書のメッセージ

これらのタイトルとサブタイトルの案を参考に、エッセイのテーマや焦点に最も適したものを選んでいただ
ければ幸いです。タイトルはエッセイ全体の印象を決定づける重要な要素ですので、内容に最も合致し、読
み手の興味を引くものをお選びください。
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